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開 催 日 及 び 場 所 平成２４年１月２７日（金） 本社会議室 

委 員 
波光 巖（大学教授） 矢橋晨吾（大学名誉教授） 西谷隆

亘（大学名誉教授） 田中俊充（弁護士） 角田 茂（学校

法人参事） 
審 議 対 象 期 間 平成２３年７月１日～平成２３年９月３０日 
抽出案件 総件数 ５ 件 （備考） 
一般競争  １ 件 
公募型指名競争  ０ 件 
通常指名競争  ０ 件 

工

事 
随意契約  １ 件 
公募型プロポーザル・ 
簡易公募型ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ  ０ 件 

公募型指名競争入札・ 
簡易公募型競争入札  ０ 件 

標準プロポーザル  ０ 件 
一般競争  １ 件 
通常指名競争  １ 件 
随意契約（競争性のある）  ０ 件 

建

設

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト 随意契約（特命随意契約）  ０ 件 
補償契約  １ 件 

 

意見・質問 回答 
１．一般競争入札（工事） 

【寺内ダム無停電電源設備工事】 
・電源切替盤に特別な部品を

使っているか。 
・電源切替盤は汎用の部品を

組み立てて作ります。 

・応札した全 22 者のうち 1
者以外は、予定価格よりもか

なり低い価格で入札してい

る。予定価格に問題があるの

ではないか。 

・契約前に特定の業者と価格

交渉をすることを防ぐ目的

で、機器の標準価格の調査は

第三者機関に委託し、市場価

格の金額が見積として出てき

ます。落札した者は、特販す

るための製品を選んだため市

場価格よりも安くできたと言

っていますので、予定価格を

算出したときに使用した機器

の標準価格と落札者の価格は

乖離があると解釈できます。 
２．随意契約（工事） 

【新宮ダム堤体漏水対策応急復旧工事】 

 
 
 
 
 
 
 
 
委員からの意見・質問、そ

れに対する回答等 
 
 
 
 

・漏水が発見される前のダム

の状況はどうであったのか。

ダムの定期点検はどの周期

で行い、最近はいつ行ったの

か。どこか異常は見つかって

いなかったのか。 
 
 

・目視点検は週 1回、漏水量
はダム堤体の中で自動計測し

ており異常はありませんでし

た。平成 22 年 8 月以降は漏
水場所よりも水位が低く漏水

しませんでしたが、23年 5月
の台風で急に水位が上がり漏

水が発見されました。 
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・昨年度漏水調査をした会社

と随意契約をしているが、漏

水を見つけられなかった会

社では技術力がないのでな

いか。 

・にじむような漏水は以前か

ら確認しており、原因を特定

するために昨年度末に調査ボ

ウリングを行い確認していた

ところ、雨が降って漏水量が

増えてきたものです。 

３．一般競争入札（建設コンサルタント業務等） 
【水質予測モデル構築業務】 

・プログラムの出来はどうや

って判断するのか。 

・実測データがあるので、出

来上がったプログラムを実

行し、実測データの再現性を

検討しチェックします。 

・何故三次元にする必要があ

ったのか。 

・鉛直二次元モデルでは、曝

気循環設備の効果を再現で

きないためです。 
４．通常指名競争入札（建設コンサルタント業務等） 

【利根導水光ケーブル配線外設計業務】 

・指名業者のうち開札当日に

立ち会ったのは何者か。 
・入札状況調書に示すとおり

15 者指名し、立ち会ったの
が 3者で残りは郵送です。 

・入札状況調書に記されてい

る立会人は機構職員か。 
・はい。 

５．補償契約 
【土地売買に関する契約書】 

 

・相続が発生している補償案

件では、あとから相続に関し

て異議を唱えられる場合が

あるので、念のため遺産分割

協議書等の相続関係書類を

添付するなどして、当該契約

者が本件補償契約の契約当

事者であることが確認でき

ると良いのではないかとの

意見が付された。 

 

委員会による意見の具申 
又は勧告の内容 

・なし ・なし 

○問い合わせ先 
埼玉県さいたま市中央区新都心１１番地２ 
  ランド・アクシス・タワー内    電話 ０４８－６００－６５００ 
水資源機構入札等監視委員会事務局 

財務部契約課長     小 島  隆     （内線 2251） 
技術管理室技術調査課長 長井 剛彦     （内線 4631） 
用地部補償業務課長   杉浦 正人     （内線 2331） 


